
報道関係各位 

2008 年 4 月吉日 

四谷大塚 (4/13 実施)合不合判定予備テスト 

受験者 14,026 人と全国最多、 

昨年同時期比 15.4％増加 

今春の入試「結果偏差値」を同日初公開 

中学受験の四谷大塚(本社：東京都中野区)は、4月13日（日）、国立・私立中学校を志望する小 

学校 6 年生を対象に『合不合判定予備テスト』(志望校判定を行う全国レベルの公開テスト)を実施。 

受験者数は、中学入試の 4 月実施模擬試験として全国最多となる 14,026 人を記録。 

2008 年入試において各中学校の入試難度を示す「結果偏差値」を、2009 年入試に向かう受験 

生に初公開。四谷大塚では、過去最高を記録した今年の首都圏中学受験者数 52,500 人・中学受 

験率 17.7%をさらに上回る状況であり、混迷する公教育「学力低下」に対する不安から中学受験に 

臨まれる傾向は今後も継続すると分析している。 

① 2008 年入試を総括した『結果偏差値』より 

2008 年入試 2/1 校 最難関校は男子：開成、女子：桜蔭 

昨年合不合判定テストを受験された首都圏の皆様 23,000 人を対象として、「入試結果調査」を 

実施し、受験生の成績と得られた入試結果を照合して「結果偏差値」を算出。四谷大塚では 10 人 

受験して 8 人合格した偏差値帯を「結果 80 偏差値」(合格率 80％偏差値)としている。 

2 月 1 日に試験を実施する最難関 10 校における合否データ占有率は、合格データ 61.6%、不合 

格データ 47.1%となっている。この潤沢なデータ量を背景に算出した「結果偏差値」は精度が高く、 

入試の実態を相違なく反映していると評価を受けている。 

たとえば、開成の 2008.2/1 入試において、1,055 人が受験して、合格者数(繰り上げ合格含)は 

420 人で不合格者数は 635 人。この入試結果に対して、昨年合不合判定テストを受験された方の 

合格者数は 246 人で占有率 58.6%(=246÷420 から算出)、また不合格者は 276 人で占有率 

43.5%(=276÷635 から算出)となる。同様に、桜蔭の 2008.2/1 入試において、543 人が受験して、 

合格者数(繰り上げ合格含)は261人で不合格者数は282人。この入試結果に対して、昨年合不合 

判定テストを受験された方の合格者数は169人で占有率64.8%(=169÷261から算出)、また不合格 

者は 123 人で占有率 43.6%(=123÷282 から算出)となる。



«表 1:2/1 実施、最難関 10 校の占有率» 

男女 

区分 
2/1校 

最難関校 
受験 合格 不合格 

実質 

倍率 

合不合 

合格 

件数 

合不合 

不合格 

件数 

合格 

シェア 

不合格 

シェア 

男 開成  1,055  420  635  2.51  246  276  58.6%  43.5% 
女 桜蔭  543  261  282  2.08  169  123  64.8%  43.6% 
女 女子学院  776  267  509  2.91  181  260  67.8%  51.1% 
女 早稲田実業  221  52  169  4.25  34  82  65.4%  48.5% 
女 雙葉  438  117  321  3.74  81  160  69.2%  49.8% 
男 麻布  996  387  609  2.57  243  299  62.8%  49.1% 
男 駒場東邦  649  275  374  2.36  166  185  60.4%  49.5% 
女 フェリス女学院  449  210  239  2.14  101  73  48.1%  30.5% 
男 早稲田実業  383  87  296  4.40  55  151  63.2%  51.0% 
女 渋谷教育渋谷  276  81  195  3.41  52  99  64.2%  50.8% 

2/1難関校計  5,786  2,157  3,629  2.68  1,328  1,708  61.6%  47.1% 

男子  3,083  1,169  1,914  2.64  710  911  60.7%  47.6% 
女子  2,703  988  1,715  2.74  618  797  62.6%  46.5% 

四谷大塚 実際の入試 

②2009 年入試に向かって『(第一回)合不合判定予備テスト』より 

志望者を多く集めた中学校は、男子：早稲田、女子：女子学院 

4/13実施の合不合判定予備テストで、志望校として多くの受験生を集めた中学校は、男子では 

早稲田(2/1)が 954 人で昨年同時期比 19.5%増加、女子では女子学院(2/1※注)が 662 人で昨年 

同時期比 17.6%増加した。 

«表 2:男子 BEST10» 

学校名(男子)  入試 
教科 

試験日  4/13 
志望者数 

昨年4月 

志望者数 
増減 

1 早稲田  4  2月1日  954  798  119.5% 
2 芝  4  2月1日  734  573  128.1% 
3 開成  4  2月1日  678  524  129.4% 
4 海城  4  2月1日  662  564  117.4% 
5 明大中野  4  2月2日  639  495  129.1% 
6 浅野  4  2月3日  631  544  116.0% 
7 立教新座  4  1月25日  615  544  113.1% 
8 明大明治  4  2月2日  599  546  109.7% 
9 本郷  4  2月2日  587  485  121.0% 
10 麻布  4  2月1日  585  563  103.9%



«表 3:女子 BEST10» 

学校名(女子)  入試 
教科 

試験日  4/13 
志望者数 

昨年4月 

志望者数 
増減 

1 女子学院  4  2月1日  662  563  117.6% 
2 共立女子  4  2月1日  553  368  150.3% 
3 浦和明の星女子  4  1月14日  536  518  103.5% 
4 吉祥女子  4  2月1日  515  402  128.1% 
5 大妻  4  2月1日  499  428  116.6% 
6 豊島岡女子学園  4  2月2日  492  528  93.2% 
7 立教女学院  4  2月1日  472  339  139.2% 
8 青山学院  4  2月2日  469  437  107.3% 
9 香蘭女学校  2  2月1日  440  336  131.0% 
10 桜蔭  4  2月1日  420  289  145.3% 

※注:入試日は 2008 年の実績を掲載しております。 

なお、来春 2009 年 2 月 1 日が日曜日にあたるため、2 月 1 日に入試を実施している多くのプロテスタント校、 

主に女子校が 2 月 2 日に試験日を移動させることが予想されます。上記ベスト 10 の中では女子学院・立教女 

学院が 2 月 2 日(直近では 2004 年 2 月 1 日・日曜日のため)に移動しています。 

参考データ 1： 

2008 年首都圏(小学 6 年生)児童数 295,792 人の 17.7%にあたる 52,500 人が中学受験に臨まれ 

ました。中学受験率・中学受験者数いずれも過去最高を更新。 

今年の小学 6 年生は 昨年よりも 6,646 人(2.2%増加)多く、児童数 302,438 人。東京を中心に、 

都心回帰による人口流入が影響している。 

参考データ 2： 

2007年 

実施月 受験者数 前年比 受験者数 前年比 受験者数 前年比 受験者数 前年比 
9月 20,238  104.6%  14,737  94.1%  16,589  106.4%  51,564  101.9% 
10月 20,225  100.9%  16,371  96.5%  17,517  105.2%  54,113  100.8% 
11月 21,688  103.7%  15,053  91.1%  16,928  96.1%  53,669  97.5% 
12月 20,589  102.1%  16,156  94.2%  18,069  99.4%  54,814  98.8% 

四谷大塚 
合不合判定テスト 

日能研 
合格判定テスト 

首都圏中学模試ｾﾝﾀｰ 

統一模試 
合計 

昨年の 6 年生対象の公開模試実績を、上記一覧表にまとめました。 

四谷大塚「合不合判定テスト」 9/23(日)・10/21(日)・11/18(日)・12/9(日) 

日能研「合格判定テスト」 9/2(日)・10/7(日)・11/4(日)・12/2(日) 

首都圏中学模試センター「統一模試」 9/9(日)・10/8(祝)・11/3(祝)・12/2(日) 

日程はいずれも昨年。



■株式会社ナガセについて■ 

1976 年創立。大学受験向け予備校の東進ハイスクール（首都圏を中心に 84 の直営校）や、全 

国 47 都道府県に 800 校舎を配す東進衛星予備校（フランチャイズ契約）を展開。質の高い授業と 

独自の学習システムによって、東大現役合格 432 名(2008 年実績)など高い合格実績を実現し、現 

在では約 10 万人の現役高校生が通う、日本最大規模の予備校となっています。また、中学受験 

の四谷大塚(2006 年 10 月からグループ化)やイトマンスイミングスクール(2008 年 2 月グループ化) 

ほか、出版事業、東進ビジネススクール(大学生・社会人対象)など、「社会に貢献する人財を育て 

る」を企業哲学とした教育サービスを展開しています。 

■四谷大塚について■ 

1954 年創立。首都圏を中心に、多数の合格者を有名中学に送り出してきた学習塾。中学受験 

最強の教科書“予習シリーズ”、全国最大となる 2 万人を超える受験生が競う“合不合判定テス 

ト”、首都圏の直営 16 校舎での質の高い“レベル別指導”、そして豊富な“教育情報”を提供して 

きました。また、首都圏で定評のあった「四谷大塚」のノウハウを活かして、日本全国の有力塾や 

東進衛星予備校の加盟校との新ネットワーク「四谷大塚ＮＥＴ」のサービスを、2008 年春から開始 

しています。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社ナガセ 広報部：市村、加藤 

〒180­0003 東京都武蔵野市吉祥寺南町 1­29­2 
電話 0422-44-9001 FAX0422-44-9129 

ホームページ www.toshin.com E-mail pub@toshin.ac.jp 

2008 年結果偏差値一覧(PDF)はじめ、 

合不合判定予備テスト、保護者説明会（詳細）のほか、 

中学受験動向等、上記以外にも資料をご用意しております。


